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コナ地域は北コナ地区（District of North Kona）と南コナ地区（District of South Kona）の南北
のコナ地区からなる。コナはハワイ語で風下を意味し，コナ地域はハワイ島の南西側に位置する。
























































































 ケオプ墓地（9. Keopu) 確認できる墓標の大多数を日系人が占め，他はハワイ人などである
（日系人の墓標数は約60基，被葬者約70名）。現存する墓標で最後につくられた墓標は1960年で
あり，30年代から40年代にかけての時期をピークとして徐々に減少していったようである。
 ワイアハ墓地（10. Wai`aha) 現在は私有地内にあり，墓地に入るには所有者の許可が必要で
ある。（墓標約30基，被葬者約30名）。
 ホルアロア（日本人）墓地（11. Holualoa) 医師・林三郎と実業家・柴山得造を中心とした
コナ日本人共有墓地協会が設立し，現在は複数の「組」で管理している。1886年に齋藤實元総
MAP of KONA 
-------
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 ホナロ（大福寺）墓地（15. Honalo) ホナロにある曹洞宗大福寺に付属している（190区画中
125区画残存，墓標136基，埋葬者172名，納骨堂・被葬者約350名，合計約520名）。この論文の
調査研究の対象墓地である。
 コナワエナ（本願寺）墓地（19. Kealakekua, Konawaena) ケアラケクアにある本派本願寺
に付属している（墓標約800基，埋葬者約1,400名，本願寺内に納骨堂・被葬者約200名，合計約
1,600名）。『布哇實業案内24』には「南コナ日本人共同墓地」という名称で記載されており，ま
た『本派本願寺 布哇開教史25』には，「1901年 6 月，法月健助氏の発起にて墓地として官立学
校の上手二千六百坪を購入し，1903年に更に現在の敷地をも購入す」と記してある。















 コナ・メモリアル・パーク（10. Wai`aha) ワイアハ地区にあり西洋式の墓と納骨堂からなり
日系人の墓標が多数混在しているがまだ正式には調査をおこなっていないため詳細は不明である。
















男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計
男女別 106 66 172 29 23 52 135 89 224
構成比 61.6 38.4 100.0 55.8 44.2 100.0 60.3 39.7 100.0
成人男女数 86 40 126 24 12 36 110 52 162
構成比 68.3 31.7 100.0 66.7 33.3 100.0 67.9 32.1 100.0
性別成人比 81.1 60.6 ― 82.8 52.2 ― 81.5 58.4 ―
未成人男女数 20 26 46 5 11 16 25 37 62
構成比 43.5 56.5 100.0 31.3 68.7 100.0 40.3 59.7 100.0
性別未成人比 18.9 39.4 ― 17.2 47.8 ― 18.5 41.6 ―
























熊本 広島 山口 福岡 その他 (東北・新潟) (沖縄) 不明 合計
男性成人 11 14 28 4 25 15 0 4 86
構成比 12.8 16.3 32.6 4.7 29.0 17.4 0.0 4.7 100.0
その他 11 14 26 5 25 8 0 5 86
構成比 12.8 16.3 30.2 5.8 29.1 9.3 0.0 5.8 100.0
合計 22 28 54 9 50 23 0 9 172
構成比 12.8 16.3 31.4 5.2 29.1 16.3 0.0 5.2 100.0
大福寺墓地改装者出身県別
熊本 広島 山口 福岡 その他 (東北・新潟) (沖縄) 不明 合計
男性成人 1 7 3 5 8 5 0 0 24
構成比 4.2 29.2 12.5 20.8 33.3 20.8 0.0 0.0 100.0
その他 2 12 3 1 7 0 0 3 28
構成比 7.1 42.9 10.7 3.6 25.0 0.0 0.0 10.7 100.0
合計 3 19 6 6 15 5 0 3 52
構成比 5.8 36.5 11.5 11.5 28.8 17.3 0.0 5.8 100.0
大福寺墓地被葬者合計出身県別
熊本 広島 山口 福岡 その他 (東北・新潟) (沖縄) 不明 合計
男性成人 12 21 31 9 33 20 0 4 110
構成比 10.9 19.9 27.3 7.3 30.0 18.2 0.0 3.6 100.0
その他 13 26 29 6 32 8 0 8 114
構成比 11.4 22.8 25.4 5.3 28.1 7.0 0.0 7.0 100.0
合計 25 47 60 15 65 28 0 0 224












るデータ（表 3）を作成した。そしてさらに，セントラル・コナのなかで大福寺を中心とする 4 小
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表 中地区別出身県構成
熊本 広島 山口 福岡 その他 (東北・新潟) (沖縄) 合計
アッパー・コナ 92 60 36 42 61 25 20 291
構成比 31.6 20.6 12.4 14.4 21.0 8.6 6.9 100.0
セントラル・コナ 94 71 74 35 40 14 8 314
構成比 29.9 22.6 23.6 11.2 12.7 4.5 2.5 100.0
ロウアー・コナ 219 67 60 63 66 26 4 475
構成比 46.1 14.1 12.6 13.3 13.9 5.5 0.1 100.0
合計 405 198 170 140 167 65 32 1080
構成比 37.5 18.3 15.7 13.0 15.5 6.0 3.0 100.0
注) 東北・新潟県および沖縄県は「その他」に含まれる。
表 大福寺を中心とする小地区の出身構成
熊本 広島 山口 福岡 その他 (東北・新潟) (沖縄) 合計
14 キヨホ区 2 8 9 0 7 2 3 26
15 ホナロ区 4 3 12 4 4 2 1 27
16 カワヌイ区 11 20 10 3 9 5 3 53
17 カイナリウ区 36 19 15 9 9 3 1 88
合計 53 50 46 16 29 12 8 194
構成比 27.3 25.8 23.7 8.2 15.0 6.2 4.1 100.0
注) 東北・新潟県および沖縄県は「その他」に含まれる。
表 大福寺墓地被葬者・男性成人出身県構成
熊本 広島 山口 福岡 その他 (東北・新潟) (沖縄) 合計
埋葬者 11 14 28 3 30 15 0 86
構成比 12.8 16.3 32.6 3.5 34.9 17.4 0.0 100.0
改装者 1 7 3 5 7 5 0 24
構成比 4.2 39.2 12.5 20.8 29.2 20.8 0.0 100.0
合計 12 21 31 8 37 20 0 110











































次に居住と被葬の関係を見るため表 4 と，表 5 を比較し，視点を墓地という場所から，出身地
域，居住地域という範域にひろげ，その関連をみてみたい。






























ナ地区のケオプ墓地には 6 基，ホルアロア墓地には26基，ロウワー・コナ地区のケエイ墓地には 9
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29 これらの墓標については正確を期すため被葬者を大福寺過去帳で確認した。
























































分かった。その構成は山口県出身者11世帯，熊本県出身者 3 世帯，福岡県出身者 3 世帯，その他 2
世帯（新潟県，福島県）広島県出身者 2 世帯（安芸郡，佐伯郡浄土真宗からの改・宗派），沖縄











37 John F. Embree, Acculturation Among The Japanese of Kona, Hawaii, American Anthropological Association,
1941。
38 John F. Embree, Acculturation Among The Japanese of Kona, Hawaii, American Anthropological Association,
1941, 145頁。








































































































はり，ほとんどの者の没年が大福寺設立前かその近辺であった。残る 3 名中 1 名は前出の1919年
の被葬者で，残る 2 名も男性独身者であった。しかも 2 名とも1942年に没していた。
最後に「記載なし」であるが，墓標にローマ字表記の被葬者が 8 名おり，それをのぞいた11名
のうち初見の被葬者は 2 名のみで，2 名とも女性で，やはり没年が大福寺墓地設立前で「移葬」し
て「合葬」されていた。つまり，ほとんどのイレギュラーな被葬者は，大福寺墓地の設立前かその
近辺に亡くなり，「移葬」して「合葬」された人たちであった。
しかし，わずかな数であるがイレギュラーの要素が重なる被葬者のなかに，3 名の独身男性がい
ることがわかった。その没年と出身県をあらためて記すと「1919年・山口」「1942年・不明」
「1942年・熊本」である。また浄土真宗の戒名を持ちながら過去帳に記されている被葬者には 4 名
の独身男性がおり，その他の被葬者はやはり「移葬」して「合葬」された被葬者であった。独身男
性の被葬者の没年と出身地は，「1921年・熊本」「1930年・山口」「1943・熊本」「1945・熊本」で
あった。熊本県出身で浄土真宗信徒でありながら，曹洞宗の大福寺墓地に埋葬され過去帳にも記載
されている独身者の存在が明らかとなった。
また，わずか 7 名の被葬者であるが，大別すると「山口」と「熊本」，「釈」と「実名」，大福寺
過去帳に「記載あり」と「記載なし」，とさまざまな類型が見えてくる。そして，そこから浮かび
上がってくるのは，大福寺墓地が今は寺院に付属する墓地となってはいるものの，設立当初は，コ
ミュニティの墓地，つまり共同墓地という性格をもった墓地だったということである。大福寺が立
地する地区の「組」の檀家制度的機能を果たし，墓地も「組」の共同墓地としての側面も持つこと
により，宗派を問わない独身者の埋葬がおこなわれたと考えることができる。
. おわりに
ハワイ島コナ地域にある日系人墓地の一つである大福寺墓地を悉皆調査し，その基本的な属性で
ある被葬者男女の差異に関する分析をおこなった結果，日本人移民の特徴である独身男性労働者の
存在が大きく浮かび上がった。コナ地域が他の地域よりも大きな割合で独身男性労働者が多かった
のは，コナの独立的な雰囲気に惹かれ，サトウキビ・プランテーションなどから多く移動してきた
からであった。その中にはプランテーション労働に嫌気をさし逃げてくる者もいた。こうして独身
男性労働者が急増していったが，男女数の大きな違いのため，結婚できずに独身のままハワイで亡
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くなった例が多いことがわかった。
次に，ジョン・F・エンブリーが作成したコナ地域の日系人の出身地のデータと今回調査した大
福寺の被葬者とのあいだには大きな差異がみられた。それらを検討していくなかで，出身県別の割
合がコナ地域各地区によって違うことがわかった。特に大福寺が立地するホナロ・カワヌイ区は，
コナ全域の日系人人口の 4 割近くを占める熊本県出身者が少なく，広島県と山口県の出身者が数
的に優勢であることがわかった。また，被葬者の居住地を調べると，その人びとが大福寺の被葬者
の多くを占めていることもわかった。しかし，それぞれの県の出身者が大福寺の被葬者，つまりメ
ンバーとなった要因はそれぞれ違うものであった。
広島県出身者の宗教は一般には浄土真宗といわれるが，大福寺の被葬者の広島県出身者には備後
地方の出身者が多く，その備後地方では曹洞宗および禅宗が優勢な地域で，曹洞宗の初期の開教師
も備後とその近辺の出身者たちであった。一般的に言われる広島県とは安芸地方のことで，それと
比べて備後出身者は移民の時期が遅く，その数も少なく，仏教宗派も違うということから，広島県
出身のなかでも差異がうまれていたのである。そのような備後出身者と同じ出身の開教師らが，エ
ンブリーが言うところの同郷の者，「トコロノモノ」としての結びつきのなかで，なじみのある曹
洞宗に帰属していったであろうことを，大福寺墓地の被葬者に備後の者が集中していることから理
解できる。
このように広島県，特に備後地方の出身者が多かったカワヌイ区であったが，もう一方のホナロ
区には山口県出身者，とくに周防地方の出身者が多く，その仏教宗派は浄土真宗や浄土宗であっ
た。しかしながら曹洞宗寺院である大福寺は，そのホナロ区のコミュニティである「組」の檀那寺
としての役割を持つようになり，それが山口県出身者の「トコロノモノ」に波及してコナ全域にひ
ろがりをみせるようになったことが明らかとなった。
これら 2 つの事実について，真田孝明（1981）の「大福寺のメンバーは少数の代々の曹洞宗信
者と地の利から大福寺に移った人びとからなっている」という説明を，墓地調査というフィールド
ワークから実証し，明らかにできたものと考える。このように，熊本県出身者が 4 割を占め，ま
た浄土真宗一色であったコナ地域で，それぞれの出身者がそれぞれの理由を持って曹洞宗大福寺の
メンバーとなっていき，その死が訪れたとき，大福寺墓地に埋葬されていった。その葬送では，初
期の移民には親せきや身寄りがないため，その代りを同郷の者である「トコロノモノ」や地域の相
互扶助のための「組」がつとめた。日系宗教の寺院に帰属・所属することは，日本の家族や地域集
団から分断されたハワイに渡った移民たちが，助け合いながら生きていくため，それぞれの地域の
出身者がおこなった集団形成プロセスでもあったのである。
